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1.本書のねらいと構成
本書は、イギリスのスターリング大学で現在
副学長を務めているジョン・フィールド教授に
よる著書の邦訳版である。著者は自身を「生涯
学習の擁護者である」といい、生涯学習をおお
むね肯定的にとらえている。しかし、その一方
で、 1990年代半ば以降EUの動きが活発化する
中、政策的には「生涯学習」という言葉が、生
産的で効率的な労働力生産の開発という意味に
矮小化してしまっている事態を懸念している。
本書は、生涯学習の政治経済学への関心から
書かれたものであり、グローバルな視座を保ち
つつも、主に先進国といわれている国々が直面
している状況を扱っている。「生涯学習」がこ
こまで盛んにいわれるようになった経緯、また、
その内実はどうなっているのか、そしてこれか
らどうなっていくのかということを、多様な視
座~社会・文化的に、また、個人のア
イデンテイティとの関わりーから検討するもの
である。
最初に、本書の構成を紹介する。章立ては以
下のようになっている。
構成
日本語版へのまえがき
序文
謝辞
第1章生涯学習 末来へのデザインか？
第2章静かな爆発
学文社、 2004年
南澤由香里
第3章学習経済
第4章 誰が取り残されているのか
第5章新たな教育秩序
2.内容の概要
ここでは、各章ごとにその内容を簡単に概観
しておく。
第1章では、まず、生涯学習が注目されるよ
うになった背景として、国際的なレベルのEU
やOECD、ユネスコの動向や、ヨーロッパ各国
レベルでそれがどう取り入れられていったかと
いう過程について述べ、生涯学習はグローバル
な政策的合意であることを確認している。そし
て、従来の教育・訓練システムを変化させる主
要な要因を挙げ、それは経済的な変化と同じく
らい社会・文化的な変化も関係していること、
したがって個人のアイデンテイティにも関わる
ものでもあることを明らかにしている。
また、生涯学習は、部分的には解放で、部分
的には強制であるという両義性もっていること
を指摘している。そして、知識経済と反省的個
人主義が問題と解決策の中心にあるとし、生涯
学習はこの点において役割を果たすべきだと強
調している。
第2章は、学習社会についてであるが、著者
は日常のインフォーマルな学習に「静かな爆
発」が生じていることから「学習社会はすでに
到来している」とし、その社会は「ユートピア
的見方と失望社会的見方を特徴づける積極的、
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消極的特徴の両方を示している」という。そし
て、学習社会が経済的要因だけで推進されると
いうよりもむしろ、個人の価値、社会関係、生
活パターンといった、より広い文脈における変
化によって推進されていることを強調する。新
しい成人学習は「深い社会的大転換を反映した
もの」で、「それは反省的近代化と個人主義に
向かう傾向との、より広いプロセスを典型的に
示し、その基幹的な部分でもある」という。そ
して、生涯学習をこうした社会・経済的変化の
より広い文脈において理解すべきだと主張して
いる。
第3章は、労働関連学習の領域を扱っている。
職業構造やスキル構成の変化、学習企業の内実
を明らかにした上で、「訓練は一時的な助けと
なるにとどまる」ものであり、「近年の学習爆
発の多くは現実のものというよりも見せかけの
ものである」とする。そして、「反省的な市民
は反省的な労働者、そして反省的な訓練生にな
る傾向にある」一方、「今なおここ数十年の経
済的・技術的変化をほとんど受けない、単純で
肉体を使う労働に従事している」人々が多くい
ることに留意すべきであるとする。
第4章は、技能がなく労働力の周緑に置かれ
るような人々を中心的な話題とし、社会的不平
等や排除に対して生涯学習がどのようなインパ
クトを与えるかを検証している。生涯学習が盛
んになることで、機会が増え不平等を是正する
ように見えるが、それはまた、現存する不平等
を再生産したり、新たな不平等を作り出したり
するメカニズムも持つことを指摘している。そ
して、インフォーマルな学習と社会資本の密接
な関係を明らかにし、職業や所得という領域の
みならず、消費者個人の幸福、健康や市民性と
いった分野でも、生涯教育そのものが社会的排
除と不平等のプロセスにおけるひとつの主要な
特質となっていることを明らかにしている。 • 
最終章である第5章では、将来の戦略として
検討すべき 4要素を挙げている。一つ目は、学
習社会における学校教育の役割の再考であり、
「学校教育のプロセスには、若者たちに学ぴ方
を教えることを優先することが求められ」ると
する。二点目は、成人学習への参加の拡大であ
る。学習社会を人間的なものにしていくには、
成人学習への参加を拡大することが肝要である
とし、そのためには、「労働を基礎としたルー
トに新たな価値が置かれなければならない」と
する。三点目は、社会資本への投資による活力
ある市民性の確立である。経済的繁栄や成長と
いう見方だけでなく、積極的に参加する市民と
いう考え方に、学習社会はイデオロギー上の基
礎を打ちたてるべきであり、個人と国家の間に
ある中間組織を民主化していくことが必要だと
する。四点目として挙げられているのは、「意
味探求の実行」である。過激な内省と個人主義
化を新しい社会運動にどうやって結びつけるか
が問題であり、そうした運動によって現在の政
策や戦略の基礎となっている仮定の再検討を求
めていくことが必要であると主張している。
3.評者の所感
ここからは、本書についての評者の所感を述
べていきたい。まず、本書全体をとおしての特
徴として、著者は、生涯学習を「経済的」側面
と「社会・文化的」側面の両方向から捉える必
要を強調し、自身も常に両側面を意識して分析
していることがわかる。また、それと連動する
ように、生涯学習について、ネガテイヴな側面
とポジテイヴな側面という両側面を常に視野に
入れていることも、本書のもう一つの大きな特
徴として挙げられる。
著者は、生涯学習が、しばしばその言葉が持
つ政治的・経済的な性格のみを強調され、否定
的に捉えられうることを認めるだけでなく、そ
の立場が正当性を持つような理由を明らかにし
ている。それは、生涯学習のもつ負の側面、す
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なわち、生涯学習が不平等を助長する働きもす
るというメカニズムである。著者は、しかしま
た、生涯学習を悲観的にみるだけでなく、社
会・文化的な変化から、それは現代において必
然であることを指摘し、それが伝統的な不平等
の一部の解消や、様々な抑圧状況からの解放の
ための、多くの可能性も併せ持っていることを
示している。
生涯学習をこのように分析するベースとして、
著者は、現代を「反省性」と「個人主義化」と
いう特性を持つ「近代後期」とする、 A・ギデ
ンズやU・ベックの理論を採用している。社会
の変化と個人のアイデンテイティの変化の両方
から、インフォーマルな学習も含めた成人学習
の変容や現状を明らかにし、現代社会がすでに
「学習社会」であるとしている。私たちはすで
に学習社会に生きていて、そのことに伴うあら
ゆる困難、機会、リスクもまた共にあることを
認識した上で、そこから展開している議論は、
生涯学習を楽観的、あるいは悲観的にみるかど
うかという議論よりはるかに現実的であり、建
設的であるといえる。
次に、評者が感じた本書の課題点を 3点挙げ
ておきたい。第1点として、本書は、著者自身
も序文で述べているとおり、「一部は私（著者）
自身の研究から出てきているが、かなりの部分
は他の学者の業績に頼った」ものであり、「概
説的な論文」である。したがって、実証性とい
う観点からは、説得力に欠ける。
第2点としては、主に第5章に関することで
あるが、それは本書全体にも影響することであ
る。第5章では、将来の戦略が四点挙げられて
いるが、四点のいずれにもすでに予想できる困
難が付随しており、筆者自身によって言及され
ている。しかし、その予想できる困難をのり越
える具体案は提示されておらず、ここにおいて
も説得力に欠けるといわざるを得ない。たとえ
ば、二点目に成人学習への参加の拡大が挙げら
れ、成人教育を実際に人口の大多数の手が届く
ものとするため、労働を基礎としたルートに新
たな価値をおくことを提案しているが、それが
硬直化した柔軟性のない資格システムに陥る危
険性を指摘するにとどまり、それに対するオー
ルタナテイヴは具体的に提示されていない。
第3点としては、前述した「近代後期」の特
性である「反省性」と「個人主義化」に関する
ことである。筆者自身も本書の第2章で指摘し
ているが、「反省的近代化」というのは、すべ
ての人に等しくインパクトを与えているもので
はない。つまり、すべての人が、自己を反省し
たり、自分に必要な情報や学習を選択したりす
るわけではないという現実の認識である。これ
は、ギデンズのいう｀＇ reflexivity’'の内実とい
う問題と関わってくるものと思われる。今後、
著者が本書のベースとしていた反省的近代化理
論をより批判的に再検討しつつ、生涯学習への
示唆を考察していく必要がある。
以上みてきたように、本書は、現代の先進諸
国が経験している学習社会の特性や、生涯学習
のもつさまざまな側面への視座、教育・訓練シ
ステムの課題等について、多くの示唆を与えて
くれるものである。私たちは、本書からの示唆
を参考にしつつ、生涯学習とその視点を含めた
教育体制を、実証性を伴いながらさらに検討し
ていくべきであろう。今後の生涯学習に関する
研究に役立つ一冊であると思われる。
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